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「
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
研

修
会
」
を
開
催

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
推
進
の
た
め
に
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

防
犯
、
交
通
安
全
、
防
災
な
ど

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　
２
月
７
日
㈯　
午
前
10
時
〜

正
午

会
場　

セ
ル
デ
ィ

内
容

①
市
行
政
の
取
り
組
み
紹
介

② 

市
内
の
防
犯
・
交
通
情
勢
の
講

話
③
気
象
情
報
活
用
の
講
話

※
内
容
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

＊ 

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

★
危
機
管
理
課
☎
㉕
１
１
８
４

　

日
本
固
有
の
楽
器
「
尺
八
」
を

あ
な
た
も
吹
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

教
室
終
了
時
に
は
、
ミ
ニ
演
奏
会

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

日 

時　

２
月
７
日
か
ら
３
月
28
日

ま
で
の
毎
週
土
曜
日　

全
８
回

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場　

観
光
農
業
セ
ン
タ
ー

講 

師　

宮
部　

鈴
喜
璋　

氏
（
尺

八
琴
古
流
師
範
）、
尺
八
九
人

会
の
み
な
さ
ん

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
１
０
０
円

※
尺
八
は
、
教
室
期
間
中
貸
し
出

し
を
し
ま
す
。

申 

込　

１
月
19
日
㈪
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 
観
光
農
業
セ
ン
タ
ー
☎
72
６
７

４
２

　

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
早
期
解

決
と
市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
と
も
に
い
き
い
き
と

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

①
子
ど
も
の
人
権

日 

時　

１
月
20
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
10
分

講 

師　

井
上　

仁　

氏
（
日
本
大

学
文
理
学
部
教
授
）

②
落
語
で
考
え
る
男
女
共
同
参
画

日 

時　

１
月
29
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
40
分

講 

師　

千
金
亭　
値
千
金　
氏（
男

女
共
同
参
画
落
語
創
作
・
口
演

家
）

③
人
権
問
題
全
般

日 

時　

２
月
５
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
10
分

講 

師　

田
島　

初
男　

氏
（
熊
谷

市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
会
長
）

《
①
〜
③
共
通
》

会
場　

中
央
公
民
館

費
用　

無
料

※
１
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

申 

込　

各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に

電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★ 

市
民
活
動
推
進
課
☎
㉕
１
１
１

８
「
ひ
と
と
ひ
と
の
人
権
を
考
え

る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

「甲種防火管理新規講習会」を開催
　学校、病院、工場、事業所、店舗その他多数の者が出入り、勤務、又は居住する建物（収容される者の数が、
不特定の者を収容する建物は30人以上、グループホームなどの社会福祉施設等は10人以上、その他の建物は
50人以上）には、消防法で定める資格を有する防火管理者を置かなければなりません。
　つきましては、児玉郡市広域消防本部で、この資格を取得するための講習会を次のとおり開催します。
日時　２月18日㈬・19日㈭　午前９時30分～午後４時50分
会場　早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター
定員　100人（先着順）
費用　4,000円（教材費）
申 込　２月２日㈪から13日㈮までに、所定の申込書に必要事項を記入し、
証明写真（縦2.5㎝×横２㎝）を添付のうえ、直接児玉郡市広域消防本
部予防課へ提出（土・日・休日を除く午前９時から午後４時30分まで）
※申込書は、児玉郡市広域消防本部及び各消防署で配布します。また、児
玉郡市広域市町村圏組合ホームページ（http://www.kodamakouiki.jp）
からもダウンロードできます。
★児玉郡市広域消防本部予防課☎72４６５４

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

「
男
の
料
理
教
室
・
体
を
温

め
る
料
理
編
」
を
開
催

　

寒
い
冬
に
体
を
芯
か
ら
温
め
る
、

冬
な
ら
で
は
の
食
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

日 

時　

２
月
16
日
㈪
・
23
日
㈪　

全
２
回　

午
前
９
時
30
分
〜
正

午
会
場　

中
央
公
民
館

講 

師　

黒
澤　

敬
子　

先
生
ほ
か

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
男
性

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

用 

意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
（
バ

ン
ダ
ナ
も
可
）、
手
拭
き
用
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

申 

込　

１
月
16
日
㈮
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

市
民
活
動
推
進
課
☎
㉕
１
１
１

８
「
初
心
者
尺
八
教
室
」
を
開
催
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西
村
正
衛
教
授
や
早
稲
田
大
学

考
古
学
研
究
室
に
よ
る
縄
文
時
代

の
発
掘
資
料
か
ら
縄
文
文
化
の
調

査
研
究
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
開

催
し
ま
す
。

日 

時　

１
月
26
日
㈪
〜
２
月
21
日

㈯
（
日
曜
・
休
日
を
除
く
）　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会 
場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内 

容　

縄
文
文
化
の
解
明
を
目
的

と
す
る
利
根
川
下
流
域
の
貝
塚

調
査
で
出
土
し
た
考
古
資
料
に

加
え
て
、
津
軽
、
大
船
渡
湾
沿

岸
、
印
旛
・
手
賀
沼
周
辺
地
域

の
出
土
資
料
も
あ
わ
せ
て
展
示

費
用　

無
料

★ 

早
稲
田
大
学
文
化
企
画
課
☎
０

３―

５
２
７
２―

４
７
８
３

　

地
域
産
業
の
基
盤
を
強
化
し
、

次
世
代
に
資
す
る
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
中
堅
社
員
な
ど
を
対
象

と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時　

２
月
23
日
㈪
・
24
日
㈫　

全
２
回　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
45
分

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内 

容　

仕
事
の
管
理
や
問
題
解
決

能
力
の
向
上
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
後
輩
育
成
指
導
な
ど
を
演

習
や
討
議
を
交
え
て
習
得

定
員　

30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参 

加
費　

１
３
、
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
を
含
む
）

申 

込　

２
月
13
日
㈮
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

又
は
電
話
で
左
記
へ

★ 

（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
㉔
７
４
５
５
・

Ｆ

㉔
７
４
６
５

　

10
年
後
の
２
０
２
５
年
に
は
75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
の
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日 

時　
２
月
２
日
㈪　
午
後
２
時
〜

４
時

会
場　

中
央
公
民
館

講 

師　

金
井　

敏　

氏
（
高
崎
健

康
福
祉
大
学
健
康
福
祉
学
部
社

会
福
祉
学
科
教
授
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

申 

込　

１
月
13
日
㈫
か
ら
電
話
又

は
直
接
左
記
へ

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔

２
７
５
５

　
「
早
稲
田
大
学
の
縄
文
時
代
研

究―

縄
文
文
化
の
探
究―

」
の
関

連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日 

時　
２
月
７
日
㈯　
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

会 

場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内 

容　

本
物
の
縄
文
土
器
を
見
た

り
、
触
れ
た
り
し
な
が
ら
、
縄

文
土
器
づ
く
り
を
体
験

対
象　

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

定 

員　

30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

※
ご
家
族
の
付
き
添
い
な
ど
も
お

一
人
と
し
て
受
け
付
け
し
ま
す
。

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

申 

込　

１
月
20
日
㈫
ま
で
に
、
氏

名
、
年
齢
、
参
加
人
数
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、電
子
メ
ー

ル
でcps-application

＠list.

　

w
aseda.jp

宛
に
送
信
。

※
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

★ 

早
稲
田
大
学
文
化
企
画
課
☎
０

３―

５
２
７
２―

４
７
８
３

「
幹
部
候
補
育
成
研
修
」〜
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
向
上
、
先
を
見

据
え
た
問
題
解
決
、
戦
略
的
視

点
か
ら
の
発
想
〜
を
開
催

企
画
展
「
早
稲
田
大
学
の
縄

文
時
代
研
究―

縄
文
文
化
の

探
究―

」
を
開
催

木之内明神貝塚出土
深鉢形土器

土
器
づ
く
り
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
太
古
の
技
術
に
ふ
れ
て
み
よ

う
！
縄
文
土
器
づ
く
り
」
を
開
催

　

本
庄
市
・
上
里
町
・
神
川
町
・

美
里
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
共
催

で
開
催
し
ま
す
。

日 

時　
２
月
７
日
㈯　
午
後
６
時
〜

９
時

会 
場　

m
agle's cafe

（
マ
グ
ル

ズ
カ
フ
ェ
）
駅
南
２―

14―

７

中
島
ビ
ル
１
階

「
婚
活
バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
」
を
開
催

対 

象　

20
代
〜
40
代
の
独
身
の
男

女
※
本
庄
市
・
児
玉
郡
在
住
・
在
勤

者
が
優
先
で
す
。

定 

員　

男
女
各
12
人
（
多
数
の
場

合
抽
選
）

会
費　

男
性　

７
、
０
０
０
円

　

女
性　

３
、
０
０
０
円

申 

込　

１
月
13
日
㈫
か
ら
20
日
㈫

ま
で
の
間
に
電
話
又
は
直
接
左

記
へ

★ 

本
庄
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉔

２
７
５
５

　

就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い

な
ど
、
働
く
こ
と
に
悩
み
や
不
安

を
抱
え
て
い
る
若
者
や
そ
の
家
族

に
対
し
て
、
就
労
な
ど
に
向
け
た

自
立
支
援
の
た
め
の
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

日 

時　

１
月
22
日
㈭
・
２
月
26
日

㈭
・
３
月
26
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

会
場　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

対
象　

15
〜
39
歳
ま
で
の
人

定
員　

各
４
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

＊
左
記
へ
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

★ 

深
谷
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
☎
０
４
８―

５
７
７―

４
７

２
７

「
自
立
支
援
の
た
め
の
無
料

相
談
会
」
を
開
催

「
市
民
と
と
も
に
創
る
地
域

包
括
ケ
ア
の
仕
組
み
に
つ
い

て
」
講
演
会
を
開
催


